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観光資源としての航空博物館
－豪州の事例から－
Aviation museum in Australia as a tourism resoueces
野 村　尚 司
Shoji NOMURA
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東洋大学国際観光学部
島国の我が国にとって航空輸送は欠くべからざる交通手段であることは論を俟たない。1903 年
のライト兄弟による動力飛行実験の成功後、航空機の性能は飛躍的に高まり、短期間のうちに世界
中に広がった。豪州のような広大な国土を有する国ではその交通網の整備には多大な資金や労力が
必要であった。また、帝国主義国家にとって植民地への交通アクセス整備は極めて重要であった。
豪州においてアウトバック（内陸部）の開発、また宗主国英国とのアクセス整備の観点から、航空
輸送は極めて大きな意義を有していた。
昨今、新たな観光の在り方として産業観光に注目が集まっている。産業観光とは、その地域特有
の産業に係るもの（工場、職人、製品など）を観光資源とする旅行のことであり、昔の工場や産業
発祥の地など産業遺構も含まれる。国・地域を支えている産業は、文化遺産や自然などに匹敵する
特徴的な観光資源であり、その土地ならではの観光コンテンツとなり得る 1。
JTB 総合研究所が実施している海外旅行実態調査によると、目的地別旅行先で行った活動とし
て、海外旅行全体では、「食べ歩き」が 62.1％、「買い物」が 61.5％、「自然風景観光」が 60.3％、「歴
史文化観光」が 47.4％、さらに「美術館・博物館見学」が 24.2％となっている。これが豪州を含む
オセアニア地域となると「食べ歩き」51.1％、「買い物」55.3％、「自然風景観光」91.5％、「歴史文
化観光」40.4％と続き、「美術館・博物館見学」は 18.1％に留まっている 2。豪州旅行で実施される
活動では自然風景観光に偏重が見られ、他の旅行活動拡大、換言すれば旅行の楽しみのすそ野を広
げることで訪問意欲のさらなる促進ならびに満足につながる可能性もあろう。つまり訪豪観光促進
への取り組みとして、新たな観光領域の強化が求められるところである。
そこで筆者は「航空領域」と「産業観光」に着目し、その 2 つのテーマが交差する航空産業の遺
産ならびに観光コンテンツを切り口とした観光の在り方に興味を持った。本稿は、我が国の航空に
関 わ る 観 光 の 現 状 を 意 識 し つ つ、Qantas Heritage Collection な ら び に、Historical Aircraft 
Restoration Society（HARS）にて所蔵・展示されている航空に関わる遺産を手掛かりに、その内
容の報告特徴と観光資源としての価値について考察することを目的とする。
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第 1 章　我が国における航空博物館
我が国において数多くの博物館・資料館が全国に存在する。航空に関わる主要なもので 20 か所
を超えているのが現状である（表 1 参照）。その対象となる領域は民間航空、軍事・防衛領域を中
心に、航空機開発・製造や運輸の各分野をカバーし、また財団法人、教育機関、地方自治体、企業
などに多様な組織より運営されている。
旅行情報サイトのトリップアドバイザーでは毎年「無料観光スポットランキング」を発表してお
り、第 8 回目となる 2018 年度の調査では「JAL 工場見学　～Sky Museum～」が第一位に選出され、
その人気の高さが示された 3。これは羽田空港の整備施設の見学を中心に据えているが、航空知識
を深める目的としたセミナーならびに空港や航空機で使用されている実物の資料展示も含まれた本
格的な内容となっており、博物館としての価値の高い施設となっている 4。
成田空港に隣接する航空科学博物館は、成田空港開港時に地元の要望によりその設置計画が推進
された。成田空港は、地元との軋轢など多くの課題を克服した後、開港に至った経緯がある。成田
空港株式会社によると、1963 年、航空審議会の答申「新東京国際空港の候補地およびその規模」
を受けて、政府は成田に隣接する富里村を建設候補地に内定したが、地元での反対運動が激しさが
増したため、1966 年に千葉県との協議・検討の結果、成田市三里塚付近への建設案を提示し、千
表 1　我が国の航空博物館・ミュージアム
北 海 道 滝川市航空動態博物館
青 森 県 青森県立三沢航空科学館
埼 玉 県 所沢航空発祥記念館
千 葉 県 航空科学博物館
東 京 都 物流博物館
東 京 都 消防防災資料センター　消防博物館
東 京 都 東京都立産業技術高等専門学校　荒川キャンパス　科学技術展示館
東 京 都 JAL 羽田空港　～SKY MUSEUM～
神奈川県 三菱みなとみらい技術館
神奈川県 電車とバスの博物館
神奈川県 辻堂海浜公園交通展示館
山 梨 県 河口湖自動車博物館 飛行舘
石 川 県 石川県立航空プラザ
愛 知 県 あいち航空ミュージアム（県営名古屋空港内）
愛 知 県 Flight Park（セントレア　Flight of Dreams 内）
岐 阜 県 かかみがはら航空宇宙科学博物館
静 岡 県 航空自衛隊　浜松広報館「エアーパーク」
兵 庫 県 カワサキワールド（神戸海洋博物館内）
広 島 県 海上保安資料館（海上保安大学校内）
広 島 県 呉市海事歴史科学館（大和ミュージアム）
広 島 県 ヌマジ交通ミュージアム（広島市交通科学館）
出典：運輸振興協会、航空企業ホームページ、その他より筆者作成
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葉県は政府による住民対策の徹底を条件に三里塚案を了承し、同年 7 月の閣議で正式に決定された、
としている 5。
こうした状況で、成田空港の社会的意義の定着を強く意識し、航空科学博物館の設立計画が策定
された。本博物館の設立趣旨として、博物館の建設にあたっては、成田空港開港に関連し昭和 52
年に地元芝山町の要望の一つである、との理由が示されており、昭和 59 年 6 月に博物館の建設・
運営の事業主体となる（財）航空科学振興財団が設立され、新東京国際空港公団 6 の協力を得て、
平成元年（1989 年）8 月に開館した 7。つまりその設立の背景には本来の目的である、航空に関す
る科学知識の啓発や科学技術の振興・発展などに加え、成田空港運営面での地元対策が強く意識さ
れている。航空博物館として本施設は日本最大規模であり、我が国で開発・製造されていた YS-11
の実機や、大型旅客機の操縦席などの部分展示が行われている。
企業が運営する博物館としては、三菱重工が開発を推進する旅客機 MRJ8 の組立工場見学をメイ
ンコンテンツとする「MRJ ミュージアム」がある。もともと同社では県営名古屋空港（小牧空港）
に隣接する工場で航空機ならびに部品の生産を行ってきた。その施設を MRJ 生産の拠点とし、一
般公開することとなったのである。この空港には他にも旧国際線ターミナルビルに隣接した場所に
「あいち航空ミュージアム」が存在する。こちらの施設は愛知県が運営母体となっており、「航空機
産業の情報発信」、「航空機産業をベースとした産業観光の強化」「次代の航空機産業を担う人材育
成の推進」を目的としている。MRJ ミュージアムの受付はあいち航空ミュージアム内のカウンタ
ーで実施し、ここから専用バスで移動し、90 分間の MRJ ミュージアムでの見学の後に戻ってくる。
運営母体は異なるものの、これらの博物館の連携は、質の高いコンテンツ提供を実現させている。
また愛知県内には、2018 年 10 月に中部国際空港において新複合商業施設「Flight of Dreams」
が開館した。同施設内には「Flight Park」と命名したコンテンツエリアある。ここには米国ボー
イング社の最新鋭旅客機ボーイング 787 型機の初号機（実機）が展示されている。本機材は最終的
には米国のボーイング社工場で組み立てを実施するものの、前出の三菱重工をはじめ複数の日本企
業が機体構成パーツの約三分の一を生産しており、日本のテクノロジーによって支えられている機
材であることをアピールする意図もある。本施設は「航空機体見学」を目玉にするものの、他フロ
アの飲食・物販などの施設と連携した「航空機を軸としたエンターテイメント施設」としての意味
合いを強く持つことから、幅広い年齢層の訪問客が楽しめるわかりやすい内容構成となっている。
第 2 章　豪州の航空の歴史と意義
日本の戦前・戦中期には、軍用機の開発・生産が急ピッチで進められた。第 2 次世界大戦敗戦後、
わが国では GHQ により 6 年間に渡り航空活動は一切禁止された。それは航空輸送、航空機製造の
みならず既存の航空機も廃棄処分とすることが義務付けられる徹底的かつ大規模なものであった。
他方、豪州は第 2 次世界大戦における連合国の一員であり、戦前、戦中、戦後も軍事・民間ともに
航空機製造や航空輸送について途切れることなく、その発展は継続し現在に至っている。ここでは
豪州の航空にかかわる環境について紹介することとする。
広大な大陸からなる豪州では、1700 年代後半の英国植民地統治開始以来その開拓には少なから
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ぬ困難を経験してきた。船舶の航行が可能な河川は南部地域に存在するものの、その数や流域面積
は限定的である。中部は極度に降水量の少ない乾燥地域であり、また北部は熱帯に属し水上交通に
適した場所は海洋に面した地域に限られる。このことから、同国では内陸地域の開発には時間がか
かった。1903 年、米国においてライト兄弟が動力飛行実験に成功し航空機の性能は急激な発達を
見せた。当時豪州において航空による輸送は一躍脚光を浴び、急激な拡大を見せることとなった。
特にアウトバックと呼ばれる内陸では陸上交通インフラ整備は巨額な資金と建設のために時間を要
した。また英国の植民地であった豪州は独立後もコモンウェールスの一員として英国とは強固な関
係が維持され両国の人流・物流は活発な状態が続いた。豪州にとって英国は地球の裏側に位置し、
1930 年代で約 6 週間を要する極めて遠い場所であった 9。こうした背景もあり航空は単に交通手段
としての役割のみならず、同国の歴史を語る上で重要な役割を果たすこととなる。
1920 年に Queensland and Northern Territory Areal Service10 が同国クイーンズランド州で産
声を上げた。同社は郵便輸送、フライングドクター（遠隔地での医療支援）事業を手始めに他州へ
の路線開設も推進し、その規模を拡大していった（図 1 参照）。
悲願であった豪州と英国間の航空路線開設は 1935 年に開設された。当時の航空機の性能は長大
路線を運航する上で大きな制約があり、豪州・ブリスベンと英国・ロンドン間の 20,235km の距離
を途中 31 ヵ所を経由しながら 12 日間をかけて輸送せざるを得なかった。路線開始時はカンタス航
空一社で全路線を運航することが困難であったことから、同社は豪州・シンガポール区間の運航を
担当し、シンガポール以遠区間は英国・インペリアル航空 11 が担当する運航便に接続を行い、全
区間の運送を実現させていた。カンタスが使用した機材 DH-86 は座席数が 10 席で、シンガポール
までは途中 10 か所を経由し 3 日間を要した。以来、現在に至るまで航空機の性能は向上を続け、
プロペラを駆動させるレシプロエンジン・ターボプロップエンジンから、外部から空気を取り込み
後方へ噴流によって推力を発生させるジェットエンジンを装備したジェット旅客機の登場でその速
度は大幅に増大した。DH-86 型機の速度は時速 230km に過ぎなかったものの、現在同区間に使用
するエアバス A330-300 では時速 880km と 3 倍を超える速度を実現させ、かつ無着陸で飛行できる
ようになった。また客席数も 10 席から 297 席へと大幅な増加を見せている。
図 1　カンタス設立当時の遠隔地医療支援（フライングドクター）
出典：Qantas Heritage Collection
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第 3 章　豪州の航空博物館・資料館の実例
前章で見た豪州における航空の歴史的社会的な側面も意識しつつ、航空に関わる博物館・資料館
の実例として、カンタス航空がシドニー空港で展開している Qantas Heritage Collection と、ニュ
ーサウスウエルズ州ウーロンゴン郊外のイラワラ・リージョナル空港に位置する Historical 
Aircraft Restoration Society（HARS）航空博物館を見ていくこととする 12。
3.1　Qantas Heritage Collection
この施設は同国の航空企業カンタス航空が運
営する航空博物館である。シドニー空港国内線
第 3 ターミナルに所在する同施設は 1000 平米
の広さがあり入場料は無料となっている（図 2
参照）。前述の通り、カンタス航空は 1920 年に
設立された同国航空企業のパイオニア的存在で
あり、黎明期から現在に至るまでの航空に関わ
る展示物は豪州民間航空の足跡を体現してい
る、と言っても過言ではない。展示物としては、
歴代の航空機模型、実機のエンジンや翼の一部、
歴代のポスター、機内サービス用備品類、年代
ごとの客室乗務員・地上職員のユニフォームなどがある（図 3 参照）。機内調度類や機内サービス
で使用されたメニューや食器の展示では、その時代に提供されていた機内食、飲料などが容易に理
解できるよう工夫されており、航空機利用客の立場を強く意識した構成となっていた（図 4 参照）。
また時代ごとの制服展示では試着コーナーもあった。この博物館スペースならびに付随する会議室
は一般に貸し出されており、ミーティングや結婚式を含むイベントなどに使用されている。また空
港内の眺望がきくことから開放的な雰囲気が楽しめその人気は高い。
図 2　Qantas Heritage Collection
出典：筆者撮影
図 3　カンタス航空　歴代のユニフォーム
出典：筆者撮影
図 4　1960 年代のサービスアイテム類の展示
出典：筆者撮影
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現地で得られた所感は以下の通りとなる。
第一にはアクセスの良さを指摘したい。同施設は市内中心部より 6km の場所にあるシドニー空
港国内線第 3 ターミナル 13 に所在する。ターミナルビル内の航空機搭乗ゲートに隣接しているため、
カンタス航空国内線利用者の待合時間に気軽に訪問が可能である。特筆すべきことは、日本とは異
なり一般客の訪問が可能なことである。豪州国内線では見送り客など航空便を利用しない一般客で
も航空機の搭乗ゲートまで入場することができる 14。
第二に、各展示コーナーはカーテンで仕切られており、カーテンを取ると大きなスペースの確保
が可能である。前述の通り本施設は一般への貸し出しを行っている。会議目的のみならず、結婚式
も含めたパーティー会場としても利用されており、広々とした空港施設や離発着する航空機の風景
を楽しめる開放的な雰囲気も相俟って航空博物館の枠を越えたユニークな空間となっている。
同施設担当者によると、①本博物館を維持・運営する費用は、現状ではカンタス航空が負担して
いること、②会議室使用料などの収入があるものの、その額は極めて限定的でありること、③博物
館の運営費用はほとんどカンタス航空が負担しており、本施設は同社が独占的に使用しているター
ミナルの一部を活用してものであるものの、長期的な展望に立った継続的な博物館運営可能性につ
いては不透明である、といったコメントが示された 15。
3.2　Historical Aircraft Restoration Society（HARS）博物館
次に Historical Aircraft Restoration Society（HARS）航空博物館を紹介する。同博物館を運営
する HARS は 1979 年に有志によって設立されたニューサウスウェールズ州のアルビオンパークレ
ールに位置している非営利団体である。シドニーから鉄道で 2 時間程度でアクセスが可能となって
いる。HARS 設立の目的は、①歴史的な航空機を修復・保存すること、②購買や寄付を通して、
実物の機材やパーツを収集すること、③会員間の交流を通した歴史的機材に係る情報交換の促進、
④一般への開放を目的とした博物館の運営、⑤協会の目的に合致した出版物の刊行、⑥国内外の同
様な団体との交流、などとなっている。
博物館の主要展示物としては、民間用：「ボーイング 747-400（静態）」「ダグラス DC-3（動態）」「ロ
ッキード　スーパーコンステレーション（動態）」など。また軍事用：「戦闘機　F-111（静態）」 
「戦闘機　Mirage III（静態）」「攻撃用ヘリコプタ　ヒューイ・コブラ（静態）」などの民間機・軍
用機である。現在、70 名の航空エンジニア資格保持者が在籍しておりその修復・整備に従事して
いる。同博物館の入場料は見学内容により 20～195 豪ドルと幅を持たせている。20 豪ドルの基本
コース見学ツアーでは、後述するボーイング 747-400 型機の外回り、客室ならびに乗務員休息施設
（いわゆるクルーバンク）を中心に見学することができる。さらに戦中・戦後期に世界中で使用さ
れた民間機 DC-3 や戦闘機として名高い F111 といった機体を見るだけでなく操縦席への着席も可
能である。これらはベトナム戦争などで実際の戦闘に使用された知名度のある機材でもあることか
ら大変人気が高い。
195 豪ドルの「ボーイング 747 スペシャル・ツアー」は同機材に特化した内容で、元パイロット・
CA・エンジニアなどの案内により、外回り・客室以外にも操縦席に着席したうえでその操作に係
る解説を受けることができる。また、機内でのアナウンスを含む客室乗務員がおこなう実際の業務
の疑似体験も含まれる。外部からの電力供給により機材を「生きた状態」にさせることで現実感を
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持たせた見学を可能とする内容になっている。またハーネスを装着し主翼の上を歩く経験を含むツ
アーも準備されている。
大型旅客機の操縦免許を持つ米国の俳優ジョン・トラボルタ氏はカンタス航空の塗装を施したボ
ーイング 707 機材を所有してきた。同氏がこの機材を HARS へ寄贈することが発表され、本稿執
筆現在その受け入れ準備が進展している 16。米国の有名俳優が所有し自ら操縦していたこと、なら
びに 1960～70 年代にカンタス航空の主力機材だった機種であることもあり、その注目度ならびに
歴史的意義は高い。
【本博物館の主要展示：　ボーイング 747-400（VH-OJA）】
本博物館の最大の目玉となっているのがカン
タス航空で運航していたボーイング 747-400 型
機である（図 5 参照）。本機材は 1989 年に同航
空が導入した初号機で、民間機の運航としてロ
ンドン・シドニー間 18,012km を 20 時間 9 分
で飛行し、当時の最長飛行記録を樹立した 17。
前述の通りその歴史的背景から豪州において英
国・豪州間無着陸飛行は、同国にとって特別な
意味を持つこととなった。以後、カンタスを代
表するのフラッグシップとして 25 年余りにわ
たって活躍した。同機は 2015 年 1 月に商業運
航を終了した後、HARS へ寄贈するため同年 3
月 8 日にイラワラ・リージョナル空港に飛行し引き渡しをおこなった。ちなみに本空港の滑走路は
1,819 メートルと大変短く大型機材のボーイング 747 型機にとって「着陸は可能でも離陸は不可能」
であり、本機材の「終の棲家」であることも意味した。この最終フライトはその特殊性ゆえマスコ
ミでも大きく報道され、本航空博物館の宣伝にもつながった。
筆者が本博物館訪問で得た印象について触れておきたい。それは見学者の興味と本展示内容が合
致しない「ずれ」が生じる可能性があることである。HARS の主たる目的はあくまでも歴史的な
航空機の収集とその保存であり、その専門性ゆえに訪問者の知識水準・興味との間にギャップが容
易に生じる可能性を感じた。また、整備などの必要性から民間機と軍用機が混在して駐機しており、
事前に見るべき機材とポイントを絞りこむ必要も感じた。同博物館では A4 サイズで両面カラー印
刷による案内リーフレットを配布されているが、各機材に係る情報やその展示場所が記載されてい
るわけではない。担当案内員によると、B747-400 展示エリアだけは固定化されているものの、他
機材は整備・補修などの必要に応じて随時移動させていることから、配布用展示マップを作成する
ことは大変困難とのコメントがあった。また同博物館は案内員の同行が必須であることから、興味
のある機材について申し出ていただければできるだけの配慮を行う、とのことであった。訪問者の
興味に合わせ、あらかじめいくつかのモデルコースを設定しておくと、案内員・訪問者双方にとっ
てメリットがあるかもしれない。
図 5　カンタス航空　ボーイング 747-400（VH-OJA）
出典：筆者撮影
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第 4 章　おわりに
今回の訪問で筆者が感じたことをまとめておきたい。
まず第一に、豪州の航空博物館では、航空機の展示やその解説によりその理解が深まる役割のみ
ならず、豪州の発展に航空がもたらしてきた特別な意義を感じることができたことである。
第二には、実物が有する迫力を挙げておきたい。特に HARS 博物館の B747-400 は、英国・豪州
のノンストップ飛行記録を樹立しまたカンタス航空でのフラッグシップとしての実績を有する実物
である。この全長 70 メートル超の超大型機が有する迫力は訪問者を圧倒する 18。また航空機内の
見学では通常、乗客として目にすることはない制限区画への立ち入りや、施設の視察、具体的には
機内のギャレーや客室責任者のコンソール、また長距離便運航の際使用される乗務員の休息施設（ク
ルーバンク）にも入ることができる（図 6・7 参照）。
そして、第三として特に強調したいことは、教育を目的とした活用可能性である。筆者は大学に
おいて航空領域科目を担当しているが、教室での座学で実施できる授業には自ずと限界があると感
じ続けてきた。実機を用いた教育では、その効果が大きく高まることに異論の余地はないであろう。
我が国において航空機の実機を展示している施設は極めて限定的である。ましてや、制限区画の見
学も含めた B747-400 といった超大型機の展示はない。豪州訪問の機会を活用したこうした施設視
察は大きな価値を生む。
学生の知識が不十分なまま訪問すると、理解が深まらない危険性がある。展示されている航空機
とその見どころを事前に調査したうえで、教育の目的に合わせたポイントを抽出し、事前学習する
必要性も感じた。例えば客室乗務員の業務に興味を持っている学生であれば、ギャレーの操作や乗
務員休憩設備の見学などのポイントを選定し、その事前学習実施が望ましいと考えられる。
図 6　ボーイング 747-400 型機　ギャレー
出典：筆者撮影
図 7　 ボーイング 747-400 型機　乗務員休息施設（ク
ルーバンク）
出典：筆者撮影
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［注］
1 　出典：JTB 総合研究所、観光用語集：産業観光
2 　出典：JTB 総合研究所『JTB REPORT 2018』、30 ページ、（2018）
3 　出典：トリップアドバイザー「旅好きが選ぶ！無料観光スポットランキング 2018」
4 　 また JAL では羽田空港の同社事務所内に安全啓発センターを設置し、社員や一般に対し公開している。同施
設は JAL グループの研修施設として位置づけられており、航空安全にかかわる啓蒙に特化し、12 歳未満の子
供の入場を認めないなど専門性の高い博物館といってよい。その内容は 1985 年の日本航空 123 便墜落事故な
どの展示が中心となっている。
5 　出典：成田空港株式会社、156 ページ、（2017）
6 　その後、組織改編が行われ、現在は成田国際空港株式会社となっている。
7 　出典：航空科学博物館ホームページ
8 　Mitsubishi Regional Jet
9 　出典：Daily Mail Online
10　Q. A. N. T. A. S.、現 Qantas Airways、カンタス航空
11　後のブリティッシュ・エアウェイズ
12　 豪州民間航空の歴史ならびに大型機の実機展示についてはクイーンズランド州ロングリーチに所在する
Qantas Founders Museum もある。こちらにはボーイング 747-200 型ならびにボーイング 707 の実機が展示
されている。このロングリーチはカンタス航空創業期に本社が設置された場所であった。本博物館について
は稿を改めて報告することとする。
13　カンタス航空専用ターミナル。
14　航空保安検査は旅客と同様のチェックを受ける。また搭乗券所持のチェックは行われない。
15　カンタス航空　Des Sullivan 氏。
16　 ちなみに同氏はカンタス航空の広報アンバサダーとして活躍していた時期があり、同機による日本訪問も実
施した。
17　米国ボーイング社からカンタス航空へのデリバリーで実施されたもので、有償旅客・貨物は搭載していない。
18　 成田の航空科学博物館に展示されている YS-11 は全長約 26 メートル。中部国際空港（セントレア）の Flight 
of Dreams に所蔵されているボーイング 787 でも約 57 メートルである。
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